
一
月
十
三
日
、
賃
金
未
払

い
に
対
す
る
六
億
六
千
万
円

損
害
賠
償
請
求
裁
判
の
第
十

回
口
頭
弁
論
が
開
か
れ
ま
し

た
。
昨
年
十
二
月
二
十
一
日
、

和
解
交
渉
決
裂
後
は
じ
め
て

の
弁
論
で
あ
り
重
要
な
闘
い

で
し
た
。
朝
の
裁
判
所
前
ビ

ラ
ま
き
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ

銀
行
前
街
宣
、
弁
論
傍
聴
と

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
結
集
頂

き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

南
労
会
は
被
解
雇
者
と
組

合
に
「
金
を
払
え
、
破
産
申

立
て
す
る
！
」
と
脅
し
を
か

け
な
が
ら
、
昨
年
十
一
月
～

十
二
月
の
「
和
解
交
渉
」
に

臨
ん
で
き
ま
し
た
。
労
組
法

違
反
で
刑
事
罰
対
象
に
ま
で

な
り
な
が
ら
反
省
の
カ
ケ
ラ

も
な
い
若
杉
の
狙
い
は
刑
事

罰
か
ら
の
逃
げ
切
り
と
支
払

額
を
値
切
る
こ
と
の
み
で
し

た
。
組
合
に
超
低
額
の
和
解

を
呑
ま
せ
、
こ
れ
を
テ
コ
に

松
浦
診
療
所
閉
鎖
も
含
め
た

攻
撃
で
争
議
を
封
じ
込
め
る

シ
ナ
リ
オ
を
描
い
て
い
た
こ

と
は
明
白
で
す
。
そ
の
為
に

和
解
交
渉
は
十
二
月
二
十
一

日
決
裂
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
で
「
大
活
躍
」

し
て
い
る
の
が
裁
判
官
上
が

り
の
代
理
人
・
渡
邉
弁
護
士

で
す
。

十
三
日
の
弁
論
提
出
の
準

備
書
面
（
５
）
で
、
南
労
会
・

渡
邉
弁
護
士
は
、
自
ら
は
新

た
な
主
張
を
持
ち
出
し
な
が

ら
、
「
い
つ
ま
で
主
張
を
出

し
あ
っ
て
も
切
り
が
無
い
。

人
証
に
入
っ
て
」
と
催
促
、

裁
判
官
も
呼
吸
を
あ
わ
せ
て
、

組
合
に
「
次
回
、
最
後
の
主

張
と
人
証
申
請
を
」
と
促
し

ま
し
た
。
南
労
会
は
和
解
交

渉
の
過
程
で
裁
判
官
を
取
り

込
み
、
組
合
側
敗
訴
を
確
信

し
た
の
か
、
早
期
判
決
を
テ

コ
に
刑
事
罰
を
す
り
抜
け
、

組
合
攻
撃
を
激
化
さ
せ
る
方

針
で
構
え
な
お
し
て
き
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

南
労
会
の
新
た
な
主
張
は
、

「
組
合
側
の
過
大
な
請
求
が

妥
結
を
困
難
に
し
て
い
る
」

と
い
う
も
の
で
す
。
当
初
、

南
労
会
は
「
蒸
し
返
し
の
裁

判
」
だ
か
ら
棄
却
せ
よ
、
こ

の
主
張
だ
け
で
十
分
と
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
撤
回
、

事
実
無
根
の
誹
謗
中
傷
も
含

め
て
、
「
妥
結
で
き
な
い
の

は
組
合
の
せ
い
」
論
を
展
開
、

今
回
、
そ
の
中
に
過
大
請
求
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賃
金
未
払
い
に
対
す
る
六
億
六
千
万
円
損
賠
請
求
裁
判

早早早早
期期期期
結結結結
審審審審
――――
不不不不
当当当当
判判判判
決決決決
をををを
許許許許
ささささ
ずずずず
何何何何
とととと
しししし
てててて
もももも
勝勝勝勝
訴訴訴訴
をををを
！！！！

拙
速
裁
判
を
求
め
る
南
労
会

賃
金
は
労
働
者
の
唯
一
の
生
活
の
糧



論
を
追
加
し
て
き
た
わ
け
で

す
。組

合
側
の
請
求
は
、
①
南

労
会
が
一
円
も
支
払
っ
て
こ

な
か
っ
た
一
九
九
〇
年
代
の

十
三
回
の
一
時
金
と
五
回
の

賃
上
げ
分
、
約
二
億
六
千
万

円
、
②
在
職
組
合
員
に
対
す

る
法
廷
利
息
五
％
、
被
解
雇
・

退
職
組
合
員
に
対
す
る
遅
延

損
害
金
十
四
・
六
％
、
③
原

告
組
合
員
と
港
合
同
・
同
南

労
会
支
部
に
対
す
る
慰
謝
料

で
す
。
三
四
名
の
組
合
員
に

対
し
て
、
か
く
も
多
額
の
賃

金
を
十
二
年
～
二
〇
年
に
わ

た
り
未
払
い
の
ま
ま
放
置
し

て
き
た
南
労
会
の
驚
く
べ
き

犯
罪
性
。
六
億
六
千
万
円
は

決
し
て
過
大
請
求
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は

労
働
者
の
唯
一
の
生
活
の
糧

で
あ
る
賃
金
で
す
。
正
に
死

活
問
題
、
命
に
関
わ
る
根
本

的
な
権
利
の
問
題
な
の
で
す
。

し
か
も
私
た
ち
は
訴
え
続

け
、
そ
の
結
果
、
出
さ
れ
た

全
て
の
命
令
と
判
決
を
積
み

上
げ
れ
ば
数
十
件
。
南
労
会

が
従
え
ば
問
題
は
と
っ
く
に

解
決
し
た
の
で
す
。

南
労
会
は
、
初
審
命
令
不

履
行
→
中
労
委
命
令
不
履
行

→
緊
急
命
令
不
履
行
（
東
京

地
裁
）
→
過
料
制
裁
決
定
→

国
に
五
〇
〇
万
円
納
付
→
確

定
判
決
不
履
行
と
い
う
経
過

を
辿
り
、
刑
事
罰
対
象
と
な

り
、
事
件
は
大
阪
地
検
に
係

属
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
七

年
九
・
二
六
高
裁
判
決
も
無

視
し
ま
し
た
。

事
こ
こ
に
至
っ
て
も
妥
結

が
成
立
し
な
い
の
は
、
南
労

会
が
「
確
定
判
決
に
従
い
一

時
金
の
減
額
三
条
件
を
撤
回

す
る
」
と
言
い
な
が
ら
、
新

た
に
一
時
金
「
査
定
」
に
よ

る
減
額
を
も
ち
出
し
、
基
準
・

方
法
・
具
体
的
計
算
式
・
結

果
の
額
の
全
て
に
つ
い
て

「
団
交
事
項
で
は
な
い
、
機

密
事
項
、
教
え
な
い
」
と
い

う
態
度
を
と
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。

一
〇
年
以
上
も
遡
っ
て

「
査
定
」
と
は
何
事
か
?!

ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
す
。

【
一
九
九
一
年
八
月
の
労
働

時
間
の
一
方
的
変
更
を
不
当

と
し
、
組
合
員
は
従
来
勤
務

時
間
で
就
労
を
続
け
た
。
南

労
会
は
賃
金
カ
ッ
ト
・
一
時

金
未
払
い
等
で
報
復
。
一
九

九
七
年
七
月
府
労
委
は
全
面

救
済
命
令
を
出
し
た
。
組
合

員
は
従
来
勤
務
時
間
を
続
け

た
。
中
労
委
、
行
政
訴
訟
一

審
も
救
済
命
令
を
維
持
し
た
。

し
か
し
二
審
東
京
高
裁
は
命

令
を
取
消
し
、
二
〇
一
〇
年

二
月
不
当
判
決
が
確
定
し
た
。

南
労
会
は
そ
れ
に
飛
び
つ
き
、

従
来
勤
務
時
間
で
の
就
労
を

「
違
法
争
議
だ
か
ら
一
時
金

を
査
定
（
最
大
ゼ
ロ
）
」
と

言
い
出
し
た
。
即
ち
、
南
労

会
は
こ
の
日
ま
で
有
効
に
存

在
し
た
労
委
命
令
を
履
行
し
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違
法
の
積
み
重
ね
と
新
た
な
減
額
条
件
「
一
時
金
査
定
」



な
い
違
法
状
態
を
続
け
た
挙

句
、
命
令
の
否
定
に
飛
び
つ

い
て
、
新
た
な
妥
結
妨
害
を

始
め
た
の
で
あ
る
。
】

さ
ら
に
若
杉
は
、
二
〇
一

一
年
三
月
三
〇
日
以
降
、
協

定
書
に
「
債
権
債
務
不
存
在

条
項
」
を
入
れ
る
こ
と
を
条

件
に
す
る
と
い
う
妥
結
妨
害

も
始
め
ま
し
た
。
一
時
金
算

定
の
基
礎
額
と
な
る
月
次
の

賃
金
額
に
関
わ
る
の
で
す
が
、

組
合
は
九
・
二
六
判
決
を
裏

づ
け
に
、
賃
上
げ
の
「
妥
結

月
実
施
条
項
」
撤
回
を
求
め

て
い
ま
す
。
即
ち
、
南
労
会

は
一
九
九
五
年
、
組
合
が
過

去
の
未
妥
結
賃
上
げ
回
答
に

対
し
て
妥
結
通
告
を
行
っ
た

途
端
、
妥
結
月
実
施
＝
賃
上

げ
を
遡
及
実
施
し
な
い
と
い

う
新
た
な
条
件
を
持
ち
出
し

て
き
た
の
で
、
撤
回
し
て
遡

及
実
施
し
た
賃
上
げ
額
を
支

払
え
と
請
求
し
て
い
る
の
で

す
。
南
労
会
の
「
債
権
債
務

不
存
在
条
項
」
の
固
執
は
、

組
合
に
、
一
時
金
反
映
分
を

含
め
た
過
去
の
賃
上
げ
額
請

求
の
放
棄
を
強
制
す
る
も
の

な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
し

て
南
労
会
は
執
拗
に
妥
結
妨

害
を
続
け
て
い
ま
す
。

準
備
書
面
（
５
）
で
、
南

労
会
は
違
法
な
手
段
で
入
手

し
た
情
報
、
事
実
無
根
の
デ

マ
、
憶
測
と
偏
見
を
チ
ャ
ン

ポ
ン
に
し
て
、
転
倒
し
た
論

理
と
荒
唐
無
稽
な
説
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

い
わ
く
「
組
合
は
金
融
機

関
か
ら
勝
手
に
借
金
を
し
、

返
済
原
資
の
あ
て
が
南
労
会

し
か
な
い
の
で
多
額
の
請
求

を
吹
っ
か
け
て
き
た
」
「
闘

争
費
用
、
専
従
費
用
ま
で
請

求
」
「
戦
勝
国
が
敗
戦
国
に

対
し
、
戦
費
の
支
払
い
を
要

求
す
る
の
に
等
し
い
非
常
識

な
も
の
。
南
労
会
は
組
合
と

の
戦
争
に
負
け
た
と
は
思
っ

て
お
ら
ず
要
求
を
拒
む
の
は

当
然
」
「
組
合
は
診
療
所
乗
っ

と
り
を
初
め
、
南
労
会
を
徹

底
的
に
攻
撃
」
「
南
労
会
は
、

倒
産
に
追
い
込
ま
れ
た
他
企

業
二
十
三
社
と
は
異
な
り
、

港
区
内
で
唯
一
港
合
同
と
四

つ
に
組
ん
で
苛
烈
な
攻
撃
に

耐
え
て
防
御
し
、
倒
産
を
免

れ
た
と
は
い
え
、
満
身
創
痍
。

過
大
な
要
求
に
応
え
る
意
志

も
能
力
も
な
い
」
「
組
合
は

違
法
禁
止
決
定
を
無
視
し
、

新
年
早
々
若
杉
自
宅
周
辺
に

名
誉
毀
損
ビ
ラ
を
ま
き
、
マ

イ
ク
街
宣
な
ど
違
法
組
合
活

動
…
依
然
強
硬
」
、
「
そ
の

意
図
は
対
南
労
会
対
策
に
留

ま
ら
ず
、
金
融
機
関
に
担
保

権
等
実
行
を
さ
せ
な
い
よ
う

圧
力
を
か
け
る
こ
と
」
「
原

告
ら
個
人
は
、
す
で
に
賞
与

の
支
払
を
受
け
た
と
の
認
識

で
あ
り
、
本
訴
に
何
の
関
心

も
な
い
」
な
ど
な
ど
で
す
。
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「
債
権
債
務
不
存
在
条
項
」
で
妥
結
妨
害

南
労
会
の
過
大
請
求
論



都
合
よ
く
「
加
害
者
」
を

「
被
害
者
」
に
描
き
あ
げ
た

本
末
転
倒
。
争
議
解
決
責
任

を
負
う
者
が
、
争
議
を
戦
争
、

労
働
組
合
を
敵
＝
叩
き
潰
す

対
象
と
み
な
し
て
い
る
事
実
。

「
倒
す
か
倒
さ
れ
る
か
」
の

意
識
で
組
合
を
攻
撃
し
て
い

る
と
自
ら
表
明
し
て
い
る
わ

け
で
す
。

こ
こ
に
は
賃
金
支
払
い
義

務
を
負
う
使
用
者
と
い
う
自

己
認
識
は
片
鱗
も
あ
り
ま
せ

ん
。
自
ら
違
法
に
賃
金
支
払

い
を
拒
否
し
て
労
働
者
を
借

金
生
活
に
追
い
込
み
な
が
ら

「
過
大
請
求
の
不
当
訴
訟
だ
」

と
難
癖
を
つ
け
て
い
る
の
で

す
。
正
に
居
直
り
強
盗
の
論

理
で
す
。

し
か
も
第
三
者
が
知
り
え

な
い
金
融
機
関
に
関
わ
る
情

報
の
記
載
は
、
違
法
な
情
報

収
集
＝
ス
パ
イ
活
動
を
行
っ

た
こ
と
を
自
ら
暴
露
す
る
も

の
で
す
。
非
合
法
手
段
を
使
っ

た
組
織
の
財
政
事
情
へ
の
不

当
介
入
、
団
結
自
治
の
権
利

の
侵
害
で
あ
り
到
底
許
せ
ま

せ
ん
。
そ
れ
を
書
面
に
し
て

裁
判
所
に
提
出
す
る
な
ど
、

弁
護
士
の
適
格
性
さ
え
疑
わ

せ
る
事
態
で
す
。
裁
判
官
は

若
杉
・
渡
邉
弁
護
士
か
ら

「
何
を
言
っ
て
も
受
け
止
め

て
く
れ
る
」
と
思
わ
れ
て
い

る
証
拠
で
も
あ
り
、
裁
判
所

そ
の
も
の
が
問
わ
れ
る
問
題

で
す
。

私
た
ち
が
被
っ
て
き
た
経
済

的
・
精
神
的
・
物
理
的
損
失
、

被
害
、
団
結
権
侵
害
は
は
か

り
知
れ
ま
せ
ん
。
港
合
同
の

指
導
と
支
え
、
地
域
と
全
国

の
仲
間
の
支
援
に
よ
っ
て
、

支
部
組
合
員
が
今
日
ま
で
路

頭
に
迷
う
こ
と
な
く
誇
り
を

も
っ
て
生
き
闘
っ
て
く
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
若
杉
ら

は
こ
の
港
合
同
の
労
働
者
精

神
の
大
き
さ
と
力
の
上
に
乗
っ

か
っ
て
賃
金
未
払
い
へ
の
罪

悪
感
と
良
心
を
喪
失
さ
せ
、

居
直
り
強
盗
の
感
覚
に
陥
っ

て
き
ま
し
た
。
準
備
書
面

（
５
）
の
恥
も
外
聞
も
な
い

文
章
は
若
杉
ら
の
本
質
、
本

性
を
自
ら
よ
く
語
っ
て
い
ま

す
。長

期
間
に
わ
た
る
悪
質
な

犯
罪
行
為
に
対
し
て
、
被
害

者
で
あ
る
私
た
ち
は
法
の
基

準
に
基
づ
く
正
当
な
賠
償
を

請
求
し
て
い
ま
す
。
「
不
当

労
働
行
為
も
賃
金
未
払
い

（
実
質
は
踏
み
倒
し
）
も
や
っ

た
が
勝
ち
」
と
い
う
状
態
を

容
認
さ
れ
て
い
る
南
労
会
に

厳
し
い
制
裁
が
必
要
で
す
。

和
解
交
渉
決
裂
の
当
日
、

十
三
回
の
一
時
金
未
払
い
に

つ
い
て
、
中
労
委
か
ら
再
び

三
度
の
救
済
命
令
が
届
き
ま
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本
末
転
倒
、
居
直
り
強
盗
の
理
論

厳
し
い
制
裁
が
必
要

新
た
に
中
労
委
命
令



し
た
。
行
政
裁
判
で
確
定
し

た
命
令
が
切
捨
て
た
一
九
九

一
年
年
末
一
時
金
も
含
め
た

十
三
回
の
一
時
金
未
払
い
対

す
る
救
済
命
令
で
す
。
二
〇

〇
七
年
五
月
九
日
に
出
さ
れ

た
府
労
委
全
部
救
済
命
令
を

不
服
と
し
て
、
南
労
会
が
行
っ

た
再
審
査
申
立
て
を
キ
ッ
パ

リ
と
棄
却
す
る
内
容
で
す
。

私
た
ち
の
請
求
の
正
し
さ
を

裏
付
け
る
も
の
で
す
。
裁
判

官
の
無
視
を
許
さ
な
い
闘
い

を
や
っ
て
い
き
ま
す
。

若
杉
は
、
「
会
計
法
上
、

問
題
な
い
か
ら
」
と
未
払
い

賃
金
を
会
計
処
理
せ
ず
、
粉

飾
決
算
に
利
用
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
違
法
門
前
調
剤

薬
局
開
設
や
（
医
）
三
車
会

の
秘
密
裏
の
買
収
を
や
り
、

数
十
億
の
銀
行
融
資
に
も
利

用
し
て
き
ま
し
た
。

本
裁
判
は
原
告
の
生
活
と

権
利
の
問
題
に
留
ま
ら
ず
、

賃
金
、
団
結
権
な
ど
労
働
者

の
根
本
的
権
利
と
労
働
法
制

全
体
の
行
方
を
か
け
た
裁
判

で
す
。
違
法
と
労
働
犯
罪
の

正
当
化
の
た
め
に
、
港
合
同

の
倒
産
争
議
―
労
働
者
の
生

存
権
を
か
け
た
闘
い
を
、
暴

力
団
に
よ
る
企
業
乗
っ
と
り

み
た
い
に
ね
じ
曲
げ
、
誹
謗
・

否
定
す
る
不
届
き
者
も
懲
ら

し
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

橋
下
・
維
新
に
よ
る
団
結
権

と
生
存
権
破
壊
へ
の
反
撃
に

も
連
な
る
闘
い
で
す
。

裁
判
の
流
れ
を
変
え
、
勝

利
判
決
を
も
ぎ
り
取
る
た
め

に
、
今
後
、
様
々
な
行
動
を

提
起
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
法

廷
内
外
の
闘
い
に
是
非
と
も

力
を
結
集
し
て
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

次
回
弁
論
へ
の
ご
結
集
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一
月
二
七
日
、
プ
リ
マ
ハ

ム
労
組
関
西
支
部
と
南
労
会

支
部
の
合
同
旗
び
ら
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
六
〇
名
近
い

仲
間
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
頂

き
、
両
組
合
へ
の
暖
か
い
激

励
を
受
け
、
と
り
わ
け
南
労

会
闘
争
に
対
し
て
は
「
今
年

こ
そ
勝
利
を
！
」
の
檄
を
飛

ば
し
て
頂
き
ま
し
た
。
今
年

も
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と

当
選
者
の
自
己
紹
介
や
ア
ッ

ピ
ー
ル
。
楽
し
く
和
や
か
に

連
帯
と
決
意
を
確
認
し
あ
い

ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【【【【
南南南南
労労労労
会会会会
支支支支
部部部部
】】】】
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労
働
者
権
利
の
根
本
を
問
う
裁
判

三
月
九
日
（
金
）

午
前
十
一
時
三
〇
分
～

地
裁
六
一
〇
号
法
廷

合
同
旗
び
ら
き
、
な
ご
や
か
に
開
催

賃
金
未
払
い
で
粉
飾
決
算


